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1 はじめに

日本では少子高齢化が進んでおり高齢者の 1人暮らし
が増加している. 現在の日本における 65 歳以上の高齢
者が総人口に占める割合は 28.1 ％となっている. 2065
年に 75歳以上の高齢者は全体の 25.5％となることが予
測されており, 日常生活に必要な記憶力や注意力などの
認識機能が低下した高齢者が増加する恐れがある. 高齢
者は体調の管理が難しく, 薬により体調を維持する場合
が多い. 医者が処方した薬を指示どおりに飲めば体調の
維持は可能であるが, 高齢者は飲み忘れが多いせっかく
薬を処方しても飲み忘れてしまっては効果が半減する.
そこで, 1 人暮らしの患者宅内に設置した IGW (In-

house GateWay) を利用し, 医者が遠隔地から診断し, そ
れと同時に薬の決定と飲むべき時間を IGW に設定する

方式を提案する.

2 薬の投与に係る課題

薬を飲む時間は,薬を処方された本人が,自分自身で管
理するのが基本である. しかし,高齢者は薬の必要性を自
覚していたとしても,薬を飲み忘れることがあり,医者が
想定したとおりの体調管理ができないことがある. 家族
が遠隔地にいる場合,定期的に電話などで会話し,その中
で飲み忘れをしていないか確認する方法が考えられる.
しかし,この方法は家族側,高齢者側ともにわずらわしく
負担が大きい. また, すでに飲み忘れていた場合なども
あるので,効果的な方法とは言えない.
スマートフォンには, アラーム用アプリケーションが
あり, 所定の時間になったときにアラーム音で教えてく
れる機能がある.
このアプリケーションで薬の時間を教えてあげれば,
飲み忘れは減らすことが可能と思われる. しかし,このた
めにはアプリケーションに対する設定が必要で, 高齢者
が自分ではできない可能性がある. また, スマートフォ
ンを充電済みの状態で常時保持している必要がある.
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図 1 提案システムの概要

3 提案方式
本研究では宅内に設置された IGWを利用した遠隔診
断と薬処方時間の設定方式を提案する. 図 1に提案方式
の概要を示す. 1 人暮らしの高齢者宅には IGW とそれ

に接続されたディスプレイが設置され, IGWはインター
ネットに接続されている. 遠隔の診療所にはかかりつ
けの医者がおり, 診察用の PC がインターネットに接続
されている. IGW は NTMobile (Network Traversal with
Mobility) を実装しており, かつエンドツーエンドの TV
電話用アプリケーション, Web サーバおよび Web サー
バ上の薬処方時間設定アプリケーションを実装してい

る. 医者側の PCには同様に NTMobileを実装しており,
かつ TV 電話用のアプリケーションを実装している. 薬
処方に関しては Web ブラウザさえあればよい. ここで,
NTMobileとはエンドツーエンド通信をサポートするオ
リジナルのアプリケーションである. NTMobile を利用
すると,通信相手の装置の名前を指定すると,通信相手が
どのような場所にいようと必ず通信経路を確立すること

ができる. NTMobileを実装したエンドノードどうしは,
あたかも同一 LAN上に接続されているのと同様の通信
ができる. この特徴を活かして, 遠隔地の医者 PC のブ
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図 2 モジュール構成図

ラウザから Webサーバ機能を有する. IGW に薬処方時

間を設定することができる. 設定の手順は以下のとおり
であるかかりつけ医者は診察時間になると, PC から患
者宅 IGW を呼び出し, IP テレビ電話により診断を開始
する患者の容体がわかったら, 薬を決定し処方時間を決
定する. 決定内容を医者 PC から患者 IGW に設定する.
薬自体は郵送などで別途患者宅に送付するのが前提であ

る. IGW 側の薬処方時間設定アプリケーションは PHP
で記述されており, クライアント側はブラウザから設定
できる. 薬の処方時間は IGW 内に保管される. IGW で

は Pythonにより時間を監視し,設定されたファイルとし
て該当時間になったらアラームを鳴らす. この方法によ
れば,高齢者が設定する必要がなく,間違いも少ない. ア
ラーム音を鳴らすことにより, 高齢者が薬を飲み忘れる
ことを大幅に減らすことができると考えられる.

4 実装方法
IGW は Web サーバとしての機能を有しており, 一般
的 Web サーバとしてのプログラミングで実現可能であ
る. 図 2 に実装したプログラムのモジュール構成図を
示す. Drugalarm.html はクライアントからの要求を受
けて, 表示画面をクライアントに返送することで, クラ
イアントとは医者 PC のことを示す. クライアントから
の要求内容によって, drugalarm.htmlは適宜 input.phpを
呼び出して, その結果からクライアントに表示する画面
を作成する. Input.php は drugalarm から呼び出される
PHP プログラムで,timer.dat にクライアントから指定さ
れたデータを書き込んだり, データを読み込んでその内
容を drugalarm に返す. Timer.dat は医者が通知してき
た薬の名前と,薬を飲む時間を保存するテーブルである.
Timer_alart .py は独立して動作する.Pythonプログラム
で,定期的に Timer .dat の内容をチェックしている.現在
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の時刻とテーブル内に書き込まれた時刻が一致したら

, IGW に接続されたブザーを鳴らし,薬を飲む時間であ

ることを高齢者に通知する.

5 操作のイメージ
医者は自身の PC のブラウザから, 高齢者宅のサーバ
の FQDN を指定してアクセスする. このとき指定する
FQDN は, NTMobile 特有の名前である. 医者 PC にイ
ンストールされている NTMobile アプリケーションは,
指定された名前が特有であることを判別して, NTMobile
としての動作を開始する. この動作により, IGWがプラ
イベートアドレス空間に設置されていたとしても, 医者
PCと IGWの間にトンネル通信経路が確立する.このト
ンネル経路を通して,医者 PCが HTTPにより IGWとの
やり取りを実現することが可能となる. 図 3 に医者 PC
に表示される初期画面を示す. この画面に医者は薬名と
その時間を記述する. 記述が終わったら送信ボタンを押
下することにより, サーバ内の Timer.dat にデータを書
き込むことができる. 高齢者はブザーにより薬の飲み忘
れがなくなる. なお,高齢者に伝える方法は,よりユーザ
に優しい方法を今後検討する必要がある.

6 まとめ
遠隔地から薬の処方時間を設定する方式を提案した.
提案方法は開発が容易であり, 提案内容以外にもさまざ
まな応用が可能である.
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